
わか杉っ子の「キャリアノート」”（秋田わか杉「キャリアノート」）

等の活用事例
学校名 美郷町立千畑小学校

１ 本校における活用のねらい

（１）児童の自己理解と教師の児童理解を深める

児童に一年後、どんな自分になっていたいか、そのためにどんなことに取り組むかという

見通しをもたせる。また、自分のこと、地域のこと、働くことなどについて自分の興味・関

心や考えがどのように変化したかを比較するなどして自己理解を深め、児童が自分自身のよ

さに気付くことができるようにする。また、教師は一人一人の児童の様々な面に気付き、児

童理解を深める。

（２）各教科等の学びと特別活動の学びをつなぐ

児童の様々な活動の記録をポートフォリオ的に蓄積し、児童自身がそれらを振り返ること

によって、目標をもって生活することや日々の学びが自己の将来や社会づくりにつながって

いることを実感し、学ぶ意欲を高めることができるようにする。

２ 活用の仕方

（１）自分自身のよさを自覚できる場の設定

児童は成長に伴い、自分に自信がもてなくなったり、他者との違いに悩んだりすることが

予想される。そこで、年度初めに自分のよさに気付く活動を取り入れ、自分の長所を生かし

て活動に取り組めるようにした。自分が思う「よさ」に加え、友達や家族から教えてもらっ

た「よさ」が記入されたシートをキャリアノートに貼付することで、いつでも自己のよさを

確認できるようにした。(＊１)

（２）学ぶ意欲を高める振り返りの充実

行事や体験活動等の振り返りを行う際に、感想だけでなく他者や社会との関わりの中で気

付いたことや考えたことを記入できるようなシートを活用した。また、シートに保護者から

メッセージを記入してもらったり、教室に掲示して児童同士で共有したりすることにより、

児童の学ぶ意欲の高まりにつなげることができるようにした。（＊２、３）

（３）将来に希望や目標をもち、自己実現を図る力の育成

第６学年の「中学校生活に向けて」の学習では、自分のよさやこれまでの頑張りを再認識

する場面で、今まで蓄積してきたキャリアノートを活用した。児童がこれまでの自分を振り

返るとともに、自分事として課題を捉え、「なりたい自分（中学生）」に近づくために具体

的な目標や方法を設定して実践することができるようにした。（＊４）

３ 成果と課題（○成果 ●課題）

○キャリアノートに学習や生活を振り返って蓄積しそれらを活用することで、学びの連続性

や広がりを確認することができ、キャリア形成の素地を育むことができた。

○「学校行事」、「体験活動」、「各教科等の学び等」という視点から、バランスを考慮し

てキャリアノートに蓄積するシートを選択することで、様々な学びがつながっていること

を児童自身が実感することができた。

○キャリアノートを活用し、ＰＴＡ参観日や面談で児童の成長を保護者と共有したことで、

保護者から認められる機会が増え、自己肯定感が高まった児童が多かった。

●シート類を活用する場合、自己の変容や生き方について捉えやすいもの、中・長期的な振

り返りと見通しをもつことができるものを精選する必要がある。また、それらのシートを

校内で系統化、共有化することで、児童一人一人の成長をより適切に把握し、その情報を

全職員で共通理解しやすくなると思われる。今後、そのための取組について検討し、具現

化していきたい。
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＊1 「自分のよさ」って何だろう ＊２ 校外（地域）での体験活動
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＊３ 行事の振り返り ＊４ 学級活動（３）「中学校生活に向けて」




